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　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

　
登
米
地
区
に
は
、
藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る

「
登
米
能
｣
を
は
じ
め
「
岡
谷
地
南
部
神
楽
｣

や
「
と
よ
ま
 囃
子
 」
な
ど
伝
統
芸
能
が
盛
ん

ば
や
し

で
、
住
民
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
登
米
地
域
に
あ
る
伝
統
芸
能
伝
承
館

「
森
舞
台
」
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
文
化
の
活
動

拠
点
と
し
て
平
成
８
年
オ
ー
プ
ン
し
、
本
格

的
な
能
舞
台
の
ほ
か
、
け
い
こ
場
や
展
示
室

な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
展
示
室

に
は
、
能
に
用
い
ら
れ
る
能
装
束
や
表
情
が

異
な
る
数
種
類
の
能
面
な
ど
を
は
じ
め
、
登

米
能
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
演
能
の
ビ
デ
オ
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
登
米

能
へ
の
知
識
を
、
よ
り
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
演
能
は
登
米
謡
曲
会
が

一
年
を
通
し
て
練
習
を
続

け
、
毎
年
６
月
に
行
わ
れ

る
新
緑
薪
能
と
、
演
目
を

変
え
て
９
月
に
「
と
よ
ま

秋
ま
つ
り
」
の
宵
祭
り
で

の
上
演
と
で
、
多
く
の
観

客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
２
３
０
年
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
い
る
登
米
能
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
ア
マ

チ
ュ
ア
の
登
米
謡
曲
会
の

皆
さ
ん
で
演
じ
ら
れ
て
い

て
、
宮
城
地
域
づ
く
り
大

賞
を
は
じ
め
、
多
く
の
賞

に
輝
い
て
い
ま
す
。

＝登米地域の師走の伝統行＝ 登米地域の師走の伝統行事事＝＝

　 馬を祭った神「お 蒼  前 様」
そう ぜん

り」などの行事が行われていました。おも

しろい行事では、使用人が家主から 御  馳 
ご ち

 走 をしてもらい実家に帰る「ぼんだし餅」、
そう

大黒様を大根で祭った「大根の女むかい」

などがあります。写真は豊里のお 蒼  前 様。
そう ぜん

これは馬を祭った神様で１２月１７日に「馬の

としとり」といって餅をついてお蒼前様に

供え、馬にも餅を食べさせたそうです。

現在の私たちも家族や周囲の人に感謝を

して１年を締めくくりたいものですね。

石ノ森章太郎ふるさと記念館

【期　間】　H20/１２月１日～ H２１/１月２日
【時　間】　午後５時～１０時（クリスマスイブと大晦日はオールナイトで点灯します。）

【場　所】　記念館庭園内（散策は無料）

ページェント＆ライトアップ
淡い光が導く幻想的な世界をお楽しみください。

石ノ森章太郎ふるさと記念館&教育資料館　

教育資料館

【期　間】　１２月の毎週土曜日
【時　間】　午後４時～７時

【場　所】　資料館庭園内（散策は無料）

明治時代に建造された木造校舎が光で照ら

し出され、日中とはまた違った幻想的な雰

囲気を堪能することができます。

【問い合わせ】　とよま振興公社

　　　　　　　緯　０２２０（５2）5566

石ノ森章太郎記念館の冬の風物詩となって

いる光のページェント。記念館の前庭を主会

場に庭木や８０の小川に青色電球が暗闇に

浮かび上がるように彩られます。会場が前庭

で車の往来がないため、小さな子どもと一

緒でも安心してお楽しみいただけます。

【問い合わせ】　石ノ森章太郎ふるさと記念館　

　　　　　　　緯　０２２０（３５）１０９９

かつては１２月

になると１年

の締めくくり

として、母親

の労をねぎら

う「おかの年

越し」や 権  現 
ごん げん

様を祝いこの

日に嫁を実家

に帰す「権現

様 の とし と

り」、山の神様

を祝った「山

の神のとしと


